
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年７月８日 

№52 

 
議会と市民の初の対話の場・・・ 

市民の生の意見がたくさん出た『議会のあり方調査特別委員会』の中間報告会。 

■１４０名もの方々が参加 

…前号でお知らせしたとおり、７月８日（日）午後２時

より中央公民館ホールにて『議会のあり方に関する調査

特別委員会』の中間報告会が開催されました。和地ひと

みも委員となっているこの特別委員会は、平成 23 年 6

月から「市民に開かれた議会のあり方」及び「（仮称）

東大和市議会基本条例」の 2点について調査検討を行う

ために特別に設置されたもの。その中間報告を市民に向

けて行うために開催された中間報告会には、約 140 名

もの方々が参加してくださいました。その中には市の職

員の方々も多く、比率としては市民の方々が 8割、市の

職員の方が 2割というものでした。 

…会の前半は 1年かけて検討してきた報告とし、後半は

市民の方々からのご意見を伺うというプログラムでし

たが、ご意見に関しては多く頂き、予定していた 4時の

終了時間をオーバーしてしまうほどの内容の濃いもの

でした。 

■ 東大和市も 1歩を踏み出したという実感 

…昨今、地方自治の重要性が高まっている一方で、議会、

議員のあり方に関しては厳しい世論があるのが実情で

す。そんな中、今回の報告会は特別委員会主催（＝議会

としての開催ではない）のものではありますが、議会初

の試み。ご意見の時間では、多くの方々から、今回の試

みに関しては「東大和市の議会も一歩を踏み出した」「こ

ういう場を作ったことに関して評価する」という有り難

いご意見を頂戴することができました。 

…一方で、こういう場を設けても、まだ、市民と議会と

の間には温度差を感じるというご意見があったことも

事実です。市民の方々からみれば、まだまだ議会と市民 

 
市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

との距離はあるということを痛感した 

時間となりました。 

…議員はいうなれば「個人事業主」のようなもの。個々

の活動は議員一人一人で違います。そのような状況で、

議員活動がどのように行われているかが、わかりづらい

のは事実。それが故に、市民の方々からは疑問や疑念が

わくのだと思います。そのような状態にしていることを

真摯に受け止め、市民の代表として、今後、市議会がで

きることはまだまだあるのではないかと感じました。 
 

■ 特別委員会の役割とは・・・ 

…今回の報告会で承った意見の中に「調査、検討という

のなら、結論を出す期限を設けた方が良い」「方向性は

良いと思う。良いとわかっていることは、どんどん実現

化したらどうか」という意見が多数ありました。 

和地ひとみも民間にいた時の感覚からすると、良いこと

は即、実行。やりながら改善点が見つかったら、改善す

れば良いということを議会の中で何度も感じました。 

しかし議会においては、柔軟性も求められる一方、秩序

を保ちながら一定のルールのもと、時には条例で定めな

ければならないということも事実です。 

…当特別委員会は議会が自ら改革を行おうと立ち上げ、

各会派の代表の委員が、調査検討をしているもの。最終

的には特別委員会が調査検討した結果を意見として議

会に投げかけ、実現に向けては議会全体で協議し、必要

があれば条例で定めていく必要があります。この手続き

は民間にはなく、遅々とした感は否めませんが、「公の

もの」としての責任上、必要なものです。 

…今回の報告会のような、市民と議会が向き合う場を今

後も作っていくべきだと会を通じて感じました。 
 

 

 


